
「危機管理事前取決め事項」の書き方

①災害発生時の家族の集合場所
災害発生時に家族が離れ離れになっている場合の集合場所を決めます。
資料編の避難所・応急救護所などを確認して、家族内で話し合って決め
てください。
  
②個人情報等
災害後本証を紛失した場合、手続き上大変になります。必要最低限の情
報は、記載しておいてください。 ただし、住民票コードなど漏洩すると
悪用されてしまう可能性のある情報は、記載しないほうがよいでしょう。

③緊急連絡先
携帯電話は使用制限や電池切れなどで使用できない可能性があります。
災害時に必要な連絡先は、予め記入しておいてください。災害時にＮＴ
Ｔの事務所前や避難所などで仮設電話が設置される場合があります。ま
た、公衆電話は災害時コインなしでかけられるようになっています。設
置場所を確認しておきましょう。

④非常持出品
非常持出品リストを参考にして家族内で話し合って決めてください。食
料や飲料水などある程度の量のあるものを保存しておく場合は、なるべ
く分散しておくようにしてください。車のトランクや物置等の方が、屋
内よりも持ち出しやすい場合があります。置き場所も話し合いで決めま
しょう。

⑤危機管理マップ
資料編のDIG（災害図上訓練）のやり方を参考に、家の周りの危機管理
マップを作成してみましょう。 特に消火器の設置場所は、実際に確認し
て記入してください。 また、近所の方、友人、自主防災隊のお宅など緊
急時に声をかけられる人を確認しておきましょう。
※危機管理マップには、災害時を想像してみて必要だと思われる事柄 
　を記入しましょう。
例）　崩れそうな塀がある場所
　　消火器の設置場所
　　公衆電話のある場所
　　避難できそうな場所（空き地、広場、公園など）
　　海の周辺の場合は、津波を回避できる高台など
　　がけ崩れの起こりそうな場所

⑥その他（メモ欄）
家族内で話し合ったことでその他必要な取決め事項はメモ欄に記入して
おいてください。災害時は、パニック状態になります。事前に決めてお
くことで、いち早く行動に移すことができます。

※これらの内容は、定期的に見直す必要があります。１年に１度見直しをしてください。
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　今、災害が起こったらあなたはどう行動しますか？
　近年、全国で様々な災害が起こっており私達の住む糸魚川市で
も、いつ災害に襲われるか分かりません。今後、発生した災害に
たいして迅速に対応できるように、一人ひとりの意識が大変重要
となってきます。
　この「危機管理災害マニュアル」は、災害発生時の混乱の中でも
最善の行動を選択できるように、災害に対しての事前準備、災害
時の個人の行動、青年会議所としての行動をしっかりと理解し防
災意識を持つ必要があると考え、新たに作成致しました。
　私達青年会議所として災害復興の使命を果たすためには、会員
が一人も欠ける事無く災害を乗り越えなければなりません。その
ためにも、この冊子を単なる安心材料とせず、日頃からご活用い
ただき、危機管理に対する意識を共有していただけたら幸いです。
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「危機管理事前取決め事項」の書き方

①災害発生時の家族の集合場所
災害発生時に家族が離れ離れになっている場合の集合場所を決めます。
資料編の避難所・応急救護所などを確認して、家族内で話し合って決め
てください。
  
②個人情報等
災害後本証を紛失した場合、手続き上大変になります。必要最低限の情
報は、記載しておいてください。 ただし、住民票コードなど漏洩すると
悪用されてしまう可能性のある情報は、記載しないほうがよいでしょう。

③緊急連絡先
携帯電話は使用制限や電池切れなどで使用できない可能性があります。
災害時に必要な連絡先は、予め記入しておいてください。災害時にＮＴ
Ｔの事務所前や避難所などで仮設電話が設置される場合があります。ま
た、公衆電話は災害時コインなしでかけられるようになっています。設
置場所を確認しておきましょう。

④非常持出品
非常持出品リストを参考にして家族内で話し合って決めてください。食
料や飲料水などある程度の量のあるものを保存しておく場合は、なるべ
く分散しておくようにしてください。車のトランクや物置等の方が、屋
内よりも持ち出しやすい場合があります。置き場所も話し合いで決めま
しょう。

⑤危機管理マップ
資料編のDIG（災害図上訓練）のやり方を参考に、家の周りの危機管理
マップを作成してみましょう。 特に消火器の設置場所は、実際に確認し
て記入してください。 また、近所の方、友人、自主防災隊のお宅など緊
急時に声をかけられる人を確認しておきましょう。
※危機管理マップには、災害時を想像してみて必要だと思われる事柄 
　を記入しましょう。
例）　崩れそうな塀がある場所
　　消火器の設置場所
　　公衆電話のある場所
　　避難できそうな場所（空き地、広場、公園など）
　　海の周辺の場合は、津波を回避できる高台など
　　がけ崩れの起こりそうな場所

⑥その他（メモ欄）
家族内で話し合ったことでその他必要な取決め事項はメモ欄に記入して
おいてください。災害時は、パニック状態になります。事前に決めてお
くことで、いち早く行動に移すことができます。

※これらの内容は、定期的に見直す必要があります。１年に１度見直しをしてください。
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１．危機管理事前取決め事項

①災害発生時の家族集合場所

②個人情報等

年金番号
口座番号
健康保険証番号
免許証番号
車体番号
保険番号   地震
           　 火災
           　 自動車
           　 生命

メールアドレス

   受信メールサーバー
   送信メールサーバー
持病･アレルギー等

血液型 (RH　+･－)

No
1
2
3

場　所 備　考

③緊急連絡先

相手先 TEL・E‐mail
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④非常持出品リスト
　　　　　　備蓄品
笛
懐中電灯、予備電池
バール
のこぎり
ジャッキ
ロープ
　　　　　＜日用品＞
スニーカーまたは編み上げ靴
携帯ラジオ、イヤホン、予備電池
携帯電話・充電器
多機能ナイフ
ライター、マッチ
携帯用カイロ
生理用品
トイレットペーパー
ヘルメット
軍手
ビニールシート
粉ミルク・ほ乳瓶、紙おむつ
ペット用品
　　　　　＜衣類等＞
タオル
下着
雨具
防寒具
　　　　　＜食料等＞
飲料水
レトルト食品、缶詰
非常食
チョコレートバー
　　　　 ＜救急用品＞
包帯
三角巾
消毒薬、整腸薬、風邪薬、のど飴
ばんそうこう
　　　　　＜貴重品＞
現金
印鑑
預金通帳
権利証
免許証
保険証
　　　　＜高齢者など＞
入れ歯
車いす
常備薬
おぶいひも
めがね
包装用ラップ
卓上カセットコンロ
ウェットティッシュ
布ガムテープ
ビニール袋
筆記用具
毛布
寝袋
ナイフ
自転車用シェガライターソケット100V変圧器

　　　　　　　　　留意事項
救助を求める
夜でも周囲の状況を把握。脱出口をさがす
脱出口を確保。家族や隣人を救出する
脱出口を確保。家族や隣人を救出する
家族や隣人を救出する
脱出用。救助のためがれきを引っ張る

枕元にはスリッパを

缶切り、栓抜きのついたもの

芯を抜くと保管しやすい
なければ防災ずきん
すべり防止用のもの

１人１日３リットル×３日間

加熱材つきがよい
非常食によい

小銭もたくさん用意

防犯上、常時リュックに入れず、コピーを
リュックに入れず、すぐ持ち出せるように
カラーコピー
コピー

食器に敷くと、食器を洗わずに済む。包帯代わりにも
予備ボンベもあるとよい

ガラスの破片も取り除くことができる
１人につき大中小３枚
ボールペン、サインペン、太マジック、白紙またはノート

やや大型のもの

チェック

※家族で話し合って必要なものを準備してください。
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⑤危機管理マップ
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復興支援活動 個人の復興

情報確認・連絡について

【団体の行動】P16～P17

避難場所・施設へ移動

状況把握・情報収集

安全な場所まで移動

身を守る！
【個人の行動】P13～P14

※災害発生時の24時間後までに情報発信
●伝言ダイヤル「1712」
●メール確認、連絡
●SOS（緊急時）専務に連絡！！

通信手段が復旧してから活動する。

災 害 復 興災 害 復 興

災害発生!!
家族・会社で防災対策をしよう!!
【事前準備】P9～P10

災害フロー図
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■下記の事項を家庭、会社で話し合いましょう。
　日頃から防災の事を考え話し合う事が、防災意識
の向上に繋がる大切な行動です。

■災害発生時どこに避難するか、どこに集まるか具体
的に決めておきましょう。

　（例：○○小学校 鉄棒周辺）

step

防災意識を持つ！事前準備

「まず、話し合い（認識）!」1

避難場所

■災害により平時使用頻度の高い生活道が危険な場
合もあります。

　（例：水害発生時、近い小さい橋よりも少し遠い陸
橋を使おう）

避難経路

■どのように連絡を取り合うか決めておきましょう。
災害伝言ダイヤル（171）

連絡方法

災害想定

■何を持ち出すか何が必要品か、またその有無を確
認しましょう。

　非常持出品リスト

非常持出品

■各人の実生活場所での災害発生時を想定してみま
しょう。

　（例：当社のあの通路は震災時ものが落ちてきそうだ）
　災害図上訓練DIG P25～26参照

P11～12参照

P5参照
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■上記での話し合いで解った不足品の準備、必要な
対策を行いましょう。この準備が実際の防災活動
といえるでしょう。

step「準備する（行動）!」2

■日頃から 1 通りの避難経路だけではなく、2・3 通
りの非難経路を考え確保する。

■寝室には家具や落下物を置かない。

避難経路・安全な空間の確保

■非常持出品リスト（P5）を使い、不足品を用意しま
しょう。

非常持出品のチェック

■どのように連絡を取り合うか決めておきましょう。
災害伝言ダイヤル（171）毎月1日が体験利用可能日です。

■家具等につっぱり棒やL字固定金具を、テレビなど
の家電製品に粘着性の高いマットなどを使用し、
転落・落下を防止する。

震災具体的対策

step
3 ☆各家庭、会社により必要な準備・対策は様々です。

必要に応じた準備（行動）を行いましょう。

「続ける（維持・訓練）!!!」

防災事項取り決めの確認

■定期的に保存状態や使用期限を点検しましょう。

防災用具チェック

■避難場所、経路、連絡方法等を家族、社員全員が共通
の認識を持ち続けるために定期的に確認をしましょう。
⇒「取り決め表」を各家庭・企業に貼ると効果的です。

■上記で行った行動を定期的に続けましょう。定期的
に行うことにより反復訓練となり、災害発生時によ
りスムーズに行動できるようになります。

■下記の事項を家庭、会社で話し合いましょう。
　日頃から防災の事を考え話し合う事が、防災意識
の向上に繋がる大切な行動です。

■災害発生時どこに避難するか、どこに集まるか具体
的に決めておきましょう。

　（例：○○小学校 鉄棒周辺）

step

防災意識を持つ！事前準備

「まず、話し合い（認識）!」1

避難場所

■災害により平時使用頻度の高い生活道が危険な場
合もあります。

　（例：水害発生時、近い小さい橋よりも少し遠い陸
橋を使おう）

避難経路

■どのように連絡を取り合うか決めておきましょう。
災害伝言ダイヤル（171）

連絡方法

災害想定

■何を持ち出すか何が必要品か、またその有無を確
認しましょう。

　非常持出品リスト

非常持出品

■各人の実生活場所での災害発生時を想定してみま
しょう。

　（例：当社のあの通路は震災時ものが落ちてきそうだ）
　災害図上訓練DIG P25～26参照

P11～12参照

P5参照
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災害用伝言ダイヤル171の基本的操作方法

1 7 1

x x x x

をダイヤル

暗証番号なし

〔ガイダンス〕
こちらは災害用伝言ダイヤルセンターです。録音される方
は「1」、再生される方は「2」、暗証番号を利用する録音は
「3」、暗証番号を利用する再生は「4」をダイヤルして下さい。

〔ガイダンス〕
4桁の暗証番号をダイヤルして下さい。

2
暗証番号あり

4

0 x x x x x x x x x
被災地の方の電話番号を入力する

〔ガイダンス〕
被災地の方はご自宅の電話番号、または連絡を取りたい被災地の方の電話番
号を、市外局番からダイヤルして下さい。被災地以外の方は連絡を取りたい
被災地の方の電話番号を、市外局番からダイヤルして下さい。

〔ガイダンス〕
電話番号0XXXXXXXXX（、暗証番号XXXX）の伝言を録音します。プッシュ
式の電話機をご利用の方は数字の「1」のあと＃（シャープ）を押して下さい。ダ
イヤル式の方はそのままお待ち下さい。尚、電話番号が誤りの場合、もう一
度おかけ直し下さい。

伝言ダイヤルセンターに接続します

ダイヤル式電話機の場合

〔ガイダンス〕
新しい伝言からお伝えします。

伝 言 の 再 生

プッシュ式電話機の場合

〔ガイダンス〕
お伝えする伝言は以上です。伝言を
追加して録音される時は、数字の3
の後＃（シャープ）を押して下さい。

伝 言 の 再 生

1 # をダイヤル

お伝えする伝言は以上です。

〔ガイダンス〕
新しい伝言からお伝えします。伝
言を繰り返す時は、数字の8の後
＃（シャープ）を、次の伝言に移る時
は、数字の9の後＃（シャープ）を押
して下さい。

再生

覚えて下さい！！ 災害時の声の伝言板　災害用伝言ダイヤル171

災害用伝言ダイヤル171の基本的操作方法

1 7 1

x x x x

をダイヤル

暗証番号なし

〔ガイダンス〕
こちらは災害用伝言ダイヤルセンターです。録音される方
は「1」、再生される方は「2」、暗証番号を利用する録音は
「3」、暗証番号を利用する再生は「4」をダイヤルして下さい。

〔ガイダンス〕
4桁の暗証番号をダイヤルして下さい。

1
暗証番号あり

3

0 x x x x x x x x x
被災地の方の電話番号を入力する

〔ガイダンス〕
被災地の方はご自宅の電話番号、または連絡を取りたい被災地の方の電話番
号を、市外局番からダイヤルして下さい。被災地以外の方は連絡を取りたい
被災地の方の電話番号を、市外局番からダイヤルして下さい。

〔ガイダンス〕
電話番号0XXXXXXXXX（、暗証番号XXXX）の伝言を録音します。プッシュ
式の電話機をご利用の方は数字の「1」のあと＃（シャープ）を押して下さい。ダ
イヤル式の方はそのままお待ち下さい。尚、電話番号が誤りの場合、もう一
度おかけ直し下さい。

伝言ダイヤルセンターに接続します

ダイヤル式電話機の場合

〔ガイダンス〕
伝言をお預かりします。ピッという
音の後に、30秒以内でお話下さい。
お話が終わりましたら、電話をお切
り下さい。

伝 言 の 録 音

プッシュ式電話機の場合

〔ガイダンス〕
伝言を繰り返します。訂正される時
は数字の8の後＃（シャープ）を押し
て下さい。

伝 言 の 録 音

1 # をダイヤル

9 # をダイヤル録音終了後

伝言をお預かりしました。

〔ガイダンス〕
伝言をお預かりします。ピッという
音の後に、30秒以内でお話下さい。
お話が終わりましたら、数字の9の
後＃（シャープ）を押して下さい。

録音した伝言内容を確認する。

録音
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災害用伝言ダイヤル171の基本的操作方法

1 7 1

x x x x

をダイヤル

暗証番号なし

〔ガイダンス〕
こちらは災害用伝言ダイヤルセンターです。録音される方
は「1」、再生される方は「2」、暗証番号を利用する録音は
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号を、市外局番からダイヤルして下さい。被災地以外の方は連絡を取りたい
被災地の方の電話番号を、市外局番からダイヤルして下さい。
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step
3

❶けが人がいる！！ ・けが人がいた場合は、近く
の人を呼び応急救護

❷火事だ！！
・自主防災組織などに協力
・初期消火はバケツリレー
・風上から近づき、消火作業

❸家族、職場の人
　との連絡をとる

・171伝言ダイヤルの活用
・緊急性のある場合を除いて

❹正確な情報を
　得ろ！！

・うわさやデマに注意
・正確な情報の入手
（携帯ラジオ、防災無線 等）

❺避難所への
　移動！

・避難場所を把握
・移動は徒歩、自転車
・水時歩行可能水位
　男性70cm、女性50cm

※まだまだこんな危険が潜んでいます

JAYCEEとして･･･
落ち着いたらJCの伝言ダイヤル・メールを確認
しよう！！

step
4

避難場所・避難施設
へ移動安全な場所

P21参照

P16参照

安全な場所
まで移動

step
1

step

緊急地震速報・気象情報・緊急火山情報

❶身を守れ!!! ・落下物注意
　屋内（タンス、家電、ガラス、
天井、照明器具 等）

❷火を消せ! ・火災を防ぐ
（ストーブ、ガスコンロ、焚
き火、作業中の火 等）

❸扉、窓をあけろ！
・建物の歪みで脱出できな
くなり、取り残される恐れ
があります

❹自身の状態は！
・SOSの場合
（大声で叫ぶ、笛、物を叩
く、携帯電話の使用･･･災
害発生後5分以内は携帯
がつながりやすい）

❺外に脱出！

（地震中）
※カバン、座布団等で

※火災は多くの命を
　奪います

★海辺から離れろ！
（津波の心配はないか）

★山際から離れろ！

倒壊した家屋の下敷きで
ケガをして動けない 等

※広い安全な場所まで
　移動する

・落下物に注意（ガラス、破片）
・避難経路の確認
・周囲と協力し助け合い
　パニック回避
・人を押さない

・津波の恐れ
（高台海抜10m以上、3階以上
　の鉄筋※コンクリート）

・山崩れやがけ崩れの恐れ
・指定された避難場所へ

防災無線、テレビ、ラジオなどからの情報を事前に知ろう！！

2
身を守る
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◆各自伝言ダイヤルのメッセージを確認する。

◆パソコンが使える場合メールの確認をし、自分の状
況や職務に就けるか返信する。パソコンが使えない
場合は、指定されたメンバーへ連絡を入れる。
◆奴奈川JC災害HPへPCまたは
携帯で状況を送信する。（QRコード）
http://6123.teacup.com/master/bbs
◆1日1回は情報を確認する。

※原則として身の回りや地域の活動を優先させる。
　メンバーとして準備する物･･･名札（裏表紙）

対策本部の活動
step
3

24時間

◆対策本部(Ａ)は、指定場所に集合する。
◆対策本部(Ａ)は、対策本部（Ｂ）に情報を連絡する。

1支援活動開始（対策本部A）

◆対策本部（B）は、ボランティアセンターの設置が決まり次
第メンバーは、災害発生時の24時間後までに、JCメンバ
ーに情報を伝える。
　①Ⅰ.伝言ダイヤル･メールでメッセージを伝える。　

　　Ⅱ.情報を伝える。(被害状況、ボラセンの情報、連絡先等）
　　Ⅲ.職務に就ける状況かどうか。職務に就ける場合は、集合
　　場所、時間、活動内容、などを伝え職務の要請をする。
　②災害ＨＰの管理。
　③新しい情報が入り次第に情報を更新する。
　④安否確認名簿を作る。

2メンバーへ連絡（対策本部B)

①情報の確認

②指定場所に集合する。

メンバーの情報確認・連絡
step
4
※緊急の場合のみ専務理事（事務局長）へ連絡を入れる。

TEL.1712-025-552-9343

TEL.1711-025-552-9343

対策本部として準備する物…
パソコン、名札ホルダー、通帳（義援金用）、
ブロックの基本資料

直前理事長

理事長

専務理事

通信の復旧次第活動を行う!

対策本部の立ち上げ
step
1

情報収集
step
2

0分

6時間

◆理事長、直前理事長、専務理事の３名で体制が作れるか
を確認し、本部長と対策本部の立ち上げを決定する。
◆本部長は理事長が行うが、やむを得ず理事長が職務に勤
めない場合は直前理事長、専務理事、副理事長が行う。

◆事務局長、副理事長の安否の確認と
　（A）実働＋対外的な連絡担当、
　（B）待機＋JCメンバーの連絡担当を決める。
　対策本部（A）実働･･･理事長・直前理事長・
　　　　　　　　　　専務理事・副理事長
　対策本部（B）待機･･･事務局長・副理事長（例）

①社協、糸魚川市へ連絡、調整し、被害状況、復興支援
活動の有無、内容、ボランティアセンター設置場所を確認
し情報収集する。

②新潟ブロックへ連絡、調整を行う。

事務局長 副理事長

社 会 福 祉 協 議 会
糸魚川市災害対策本部

TEL.552-7700
TEL.552-1511

1本部長の決定

1連絡・調整（対策本部A）

2職務の決定

12時間

団体の行動
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ビーチホールまがたま
青 海 総合福祉 会 館
能 生 地 区 公 民 館

■ボランティアセンター設置場所について
 （市の指定する施設）

TEL.553-1670
TEL.562-1212
TEL.566-3111

●マッチング班
・ニーズ班からきたボランティア依頼書からボランティア作業。指
　示書を作成。
・送り出し班と連携しつつ、ボランティアを出せることが確認でき
　たら、行き先へ電話し在宅を確認。
・在宅であれば、ボランティア派遣を送り出し班へ指示。

●送り出し班
・待機しているボランティアに声がけし、作業指示書の通りに人員を
　派遣。

●資材班
・最終送り出し班からここへ。
・必要な資材をここで調達して現地へ。
・戻ってきたボランティアから資材を受け取る。
・翌日の用意。

●ハートケア班
・悩みを受け付ける班で、話を聞いて相談の全般を受け付ける。

●災害弱者対応班

タオル班 ・全国から送られてきたタオルを10枚ずつセットして
　被災世帯全戸に配布。

バイク班 ・被災当初は道が混雑し、車が通れない為の移動手段。
・当初の情報伝達から、水不足資材等の運搬。
 （後半は車での物流に変わる）

運 送 班 ・ボランティアの移動は徒歩、自転車の為、遠方の場合は
　自動車で現地までの送り迎えを担当。
・物資の運搬。

ボランティアについて

■ボランティアの必要性
大規模な災害が発生した場合、ライフラインの損壊が広範囲に及び、消防、
警察、自衛隊等の公的機関による対応には限界があり、最初の3日間は
どこからも助けが来ない可能性があります。この様な場合には、地域に
いる人たちが力を合わせて行動していかなければなりません。動ける人
は積極的にボランティアとして周りの人たちの為に行動しましょう。

■ボランティア活動とは？
「被災者の自立を支援すること」が最大の目的になります。従って自分の
行為が被災者に与える影響を見極める想像力とバランス感覚が求められ
ます。つまり、どこまで行えばよいのか、また、いつまで行えばよいか
冷静に判断しなければなりません。例えば、食料品を無償で配布し続け
れば被災地の食品関係業者の自立の妨げになりますし、被災者の身の回
りの世話をし続けることも被災者に余計な依存心を与え被災者自身の自
立の妨げになります。

■ボランティアが出来ること
ボランティアの活動内容には、特に決まりがありません。自分の特技を
生かした活動でもいいし、出来そうなことなら何でもかまいません。た
だし、危険なことはしてはならない事になっています。

■ボランティアをするときは
ボランティアセンターで登録して下さい。登録すると自動的にボラン
ティア保健に加入され、万が一の時も保証を受けることが出来ます。ボ
ランティアと偽って被災地に入って窃盗などをして、ボランティア活動
する人がいますので、事前に登録しましょう。

■ボランティアセンターの組織
●ボランティアリクエスト受付
・ボランティア参加者が来たら、先ずここで受付。
・名前をガムテープに書き、衣類に貼って名前が分かるようにする。
・同時に付箋紙に名前を記入し、仕事が決まったら送り出し班に渡す。

●ニーズ班
・電話でのボランティア希望の受付→ボランティア依頼書を作成。
・当日受け付けられたものも含め、ここで地図のコピーを添付し
　マッチング班へ。
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ビーチホールまがたま
青 海 総合福祉 会 館
能 生 地 区 公 民 館

■ボランティアセンター設置場所について
 （市の指定する施設）

TEL.553-1670
TEL.562-1212
TEL.566-3111

●マッチング班
・ニーズ班からきたボランティア依頼書からボランティア作業。指
　示書を作成。
・送り出し班と連携しつつ、ボランティアを出せることが確認でき
　たら、行き先へ電話し在宅を確認。
・在宅であれば、ボランティア派遣を送り出し班へ指示。

●送り出し班
・待機しているボランティアに声がけし、作業指示書の通りに人員を
　派遣。

●資材班
・最終送り出し班からここへ。
・必要な資材をここで調達して現地へ。
・戻ってきたボランティアから資材を受け取る。
・翌日の用意。

●ハートケア班
・悩みを受け付ける班で、話を聞いて相談の全般を受け付ける。

●災害弱者対応班

タオル班 ・全国から送られてきたタオルを10枚ずつセットして
　被災世帯全戸に配布。

バイク班 ・被災当初は道が混雑し、車が通れない為の移動手段。
・当初の情報伝達から、水不足資材等の運搬。
 （後半は車での物流に変わる）

運 送 班 ・ボランティアの移動は徒歩、自転車の為、遠方の場合は
　自動車で現地までの送り迎えを担当。
・物資の運搬。

ボランティアについて

■ボランティアの必要性
大規模な災害が発生した場合、ライフラインの損壊が広範囲に及び、消防、
警察、自衛隊等の公的機関による対応には限界があり、最初の3日間は
どこからも助けが来ない可能性があります。この様な場合には、地域に
いる人たちが力を合わせて行動していかなければなりません。動ける人
は積極的にボランティアとして周りの人たちの為に行動しましょう。

■ボランティア活動とは？
「被災者の自立を支援すること」が最大の目的になります。従って自分の
行為が被災者に与える影響を見極める想像力とバランス感覚が求められ
ます。つまり、どこまで行えばよいのか、また、いつまで行えばよいか
冷静に判断しなければなりません。例えば、食料品を無償で配布し続け
れば被災地の食品関係業者の自立の妨げになりますし、被災者の身の回
りの世話をし続けることも被災者に余計な依存心を与え被災者自身の自
立の妨げになります。

■ボランティアが出来ること
ボランティアの活動内容には、特に決まりがありません。自分の特技を
生かした活動でもいいし、出来そうなことなら何でもかまいません。た
だし、危険なことはしてはならない事になっています。

■ボランティアをするときは
ボランティアセンターで登録して下さい。登録すると自動的にボラン
ティア保健に加入され、万が一の時も保証を受けることが出来ます。ボ
ランティアと偽って被災地に入って窃盗などをして、ボランティア活動
する人がいますので、事前に登録しましょう。

■ボランティアセンターの組織
●ボランティアリクエスト受付
・ボランティア参加者が来たら、先ずここで受付。
・名前をガムテープに書き、衣類に貼って名前が分かるようにする。
・同時に付箋紙に名前を記入し、仕事が決まったら送り出し班に渡す。

●ニーズ班
・電話でのボランティア希望の受付→ボランティア依頼書を作成。
・当日受け付けられたものも含め、ここで地図のコピーを添付し
　マッチング班へ。
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災害関連連絡先リスト

内閣府
　http://www.cao.go.jp/
内閣府防災担当
　http://www.bousai.go.jp/
消防庁
　http://www.fdma.go.jp/
気象庁
　http://www.jma.go.jp/jma/index.html
国土交通省防災情報提供センター
　http://www.bosaijoho.go.jp/
海上災害防止センター
　http://www.mdpc.or.jp/
警視庁
　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/seian/jisin/jisin.htm
防衛庁
　http://www.jda.go.jp/
厚生労働省
　http://www.mhlw.go.jp/
広域災害救急医療情報システム
　http://www.wds.emis.or.jp/wds/wdtpmainlt.asp
新潟県防災局
　http://www.pref.niigata.jp/seikatsukankyo/bosai
新潟県防災情報
　http://bosai.pref.niigata.jp/bosaiportal
糸魚川市
　TEL.552-1511
　http://www.city.itoigawa.niigata.jp
新潟県社会福祉協議会
　http://www.fukushiniigata.or.jp
糸魚川市社会福祉協議会
　http://www6.plala.or.jp/i-shakyo/
　寺町4-3-1　　（552）7700
NTT東日本災害用伝言ダイヤル
　http://www.ntt-east.co.jp/saigai/
日本赤十字社
　http://www.jrc.or.jp/
防災科学技術研究所
　http://www.bosai.go.jp
地震情報配信サービス
　http://www.jishin.net/
FM ラジオ局
　NHK-FM           85.1MHz
　FM新潟          　77.5MHz（全県） 79.2MHz（糸魚川）
　FMPORT　　　 83.2MHz
AMラジオ局
　NHK第1             999MHz
　NHK第2           1359MHz
　BSN新潟放送　 1530MHz



●直ぐに火を消す。但し、身を守ることを最優先に！！
（大揺れで遮断するガスメーターの設置が進んでいるので
　無理はしない）
●食器棚や冷蔵庫、コンロ上の鍋など危険。
　できるだけ早く台所から離れる。

●料理中 出火、転倒、破片

●風呂場やトイレは比較的安全。慌てて飛び出さず、ドアや
　窓を開け出口を確保。
●タイルなどの落下物に注意。風呂場では滑って転倒しない
　よう注意。

●お風呂・トイレ

危 険 の
ポイント

落下物、滑る、閉じ込められる危 険 の
ポイント

●家具などの転倒により出口が塞がれる可能性有り。
　ドアを開けて逃げ道を確保。
●暗闇で状況把握困難。普段からスリッパ、懐中電灯、携帯
　ラジオの準備を！！

●就寝中 落下物、暗闇危 険 の
ポイント

自
宅
に
い
る
場
合

●倒壊の危険性有り、ブロック塀や石壁、門柱から離れる。
●屋根瓦、ガラスなどの落下物注意。
●切れて、垂れ下がっている電線に触れない。

●住宅街 倒壊、落下物、破片、感電

●左側によせゆっくりと停止。
●キーは付けたまま徒歩で避難。
●橋やトンネルの近くでは通過を避ける。
 （走行中の場合は直ちに橋、トンネルの外に出る）

●運転中

危 険 の
ポイント

衝突、落下物、崩落危 険 の
ポイント

●ショーケースの転倒、商品の落下、破片に注意。
　衣類や手荷物で頭を守る。
●慌てて出口に殺到しない。（パニックになる）
　店員の指示に従い行動する。

●デパート等・建物内口 倒壊、落下物、破片、火災危 険 の
ポイント

屋
外
に
い
る
場
合

災害危険リスト
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災害関連連絡先リスト

内閣府
　http://www.cao.go.jp/
内閣府防災担当
　http://www.bousai.go.jp/
消防庁
　http://www.fdma.go.jp/
気象庁
　http://www.jma.go.jp/jma/index.html
国土交通省防災情報提供センター
　http://www.bosaijoho.go.jp/
海上災害防止センター
　http://www.mdpc.or.jp/
警視庁
　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/seian/jisin/jisin.htm
防衛庁
　http://www.jda.go.jp/
厚生労働省
　http://www.mhlw.go.jp/
広域災害救急医療情報システム
　http://www.wds.emis.or.jp/wds/wdtpmainlt.asp
新潟県防災局
　http://www.pref.niigata.jp/seikatsukankyo/bosai
新潟県防災情報
　http://bosai.pref.niigata.jp/bosaiportal
糸魚川市
　TEL.552-1511
　http://www.city.itoigawa.niigata.jp
新潟県社会福祉協議会
　http://www.fukushiniigata.or.jp
糸魚川市社会福祉協議会
　http://www6.plala.or.jp/i-shakyo/
　寺町4-3-1　　（552）7700
NTT東日本災害用伝言ダイヤル
　http://www.ntt-east.co.jp/saigai/
日本赤十字社
　http://www.jrc.or.jp/
防災科学技術研究所
　http://www.bosai.go.jp
地震情報配信サービス
　http://www.jishin.net/
FM ラジオ局
　NHK-FM           85.1MHz
　FM新潟          　77.5MHz（全県） 79.2MHz（糸魚川）
　FMPORT　　　 83.2MHz
AMラジオ局
　NHK第1             999MHz
　NHK第2           1359MHz
　BSN新潟放送　 1530MHz
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糸魚川地域　避難場所一覧

地区名 施設名 AED
設置 電話番号 構　造 避難

場所
調理
施設

浦 本
浦本保育園 555-2706 木造平屋 ○ 有
浦本小学校 AED 555-2008 鉄筋3階 ○ 有
浦本地区公民館 555-2503 木造2階 ○ 有

下早川

下早川保育園 555-4004 木造平屋 ○ 有
下早川小学校 AED 555-2107 鉄筋3階 ○ 有
早川交流促進センター AED 555-4125 鉄骨平屋 ○ 無
藤のさとセンター
（下早川地区公民館） 555-2704 木造平屋 ○ 有

上早川

旧中早川小学校 559-2304 木造2階 ○ 有
旧上早川へき地保育所 木造平屋 ○ 有
上早川小学校 AED 559-2300 鉄筋5階 ○ 有
上早川林業集会センター
（上早川地区公民館） 559-2002 鉄筋2階 ○ 有

焼山の里ふれあいセンター 559-2188 鉄骨平屋 ○ 有
猿倉多目的集会センター 木造2階 ○ 無
湯川内生活改善センター 559-2750 木造2階 ○ 無

大和川

大和川保育園 552-3142 鉄筋2階 ○ 有
いくみ保育園 555-2911 木造・鉄骨平屋 ○ 有
大和川小学校 AED 552-3115 鉄筋3階 ○ 有
糸魚川東中学校 AED 555-2616 鉄筋3階 ○ 有
アクアホール AED 553-0853 鉄骨平屋 ○ 有
大和川地区公民館 552-3101 鉄筋2階 ○ 有
田伏会館 555-2882 鉄筋2階 ○ 無

西 海

西海保育園 552-0712 鉄筋2階 ○ 有
西海小学校 AED 552-3811 鉄筋3階 ○ 有
旧南西海小学校 552-0714 鉄筋3階 ○ 有
糸魚川高等学校 552-0004 鉄筋3階 ○ 有
西海コミュニティー
スポーツセンター AED 鉄骨平屋 ○ 無

西海文化会館（西海地区公民館） 552-0268 鉄筋2階 ○ 有
釜沢生活改善センター 553-0040 木造平屋 ○ 無
市野々会館 552-7255 木造2階 ○ 無

糸魚川

中央保育園 552-0783 木造2階 ○ 有
山ノ井保育園 552-1325 木造平屋 ○ 有
寺島保育所 552-7553 木造平屋 ○ 有
糸魚川東保育園 550-1525 木造平屋 ○ 有
糸魚川東小学校 AED 552-2700 鉄筋2階 ○ 有
糸魚川小学校 AED 552-0042 鉄筋3階 ○ 有
糸魚川中学校 AED 552-1267 鉄筋3階 ○ 有
糸魚川白嶺高等学校 552-0046 鉄筋4階 ○ 有
市民総合体育館 AED 552-6521 鉄骨 ･鉄筋2階 ○ 無
亀が丘体育館 AED 552-9217 鉄骨平屋 ○ 無
糸魚川地区公民館 552-0002 鉄筋2階 ○ 無
水崎会館 木造2階 ○ 無
ビーチホールまがたま AED 553-1670 鉄骨 ･鉄筋3階 ○ 有
フォッサマグナミュージアム AED 553-1880 ×
糸魚川市役所 AED 552-1511 ×
糸魚川市民会館 AED 552-5900 ×

大 野

大野保育園 552-7500 鉄筋平屋 ○ 有
大野小学校 AED 552-0095 鉄筋4階 ○ 有
就業改善センター大野会館
（大野地区公民館） 552-0091 鉄筋2階 ○ 有

美山公園管理棟 AED 552-8290 ×
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根 知

根知第一保育園 558-2111 木造平屋 ○ 有
上根知保育所 558-2224 木造2階 ○ 無
根知小学校 AED 558-2100 鉄筋3階 ○ 有
旧根知小学校 木造2階 ○ 無
根知基幹集落センター
（根知地区公民館） 558-2002 鉄筋2階 ○ 有

根小屋多目的集会センター 558-2501 木造2階 ○ 無
山口生活改善センター 558-2224 木造2階 ○ 無

小 滝

旧小滝小学校 木造2階 ○ 有
旧山之坊小学校 木造2階 ○ 有
小滝基幹集落センター
（小滝地区公民館） 556-2002 鉄筋2階 ○ 有

小滝生活改善センター 556-2065 木造2階 ○ 無
平岩センター 557-2503 木造2階 ○ 無
高浪の池（白馬山麓国民休養地） AED 556-2327 ○ 無

今 井
今井保育所 552-5808 木造平屋 ○ 無
今井小学校 AED 552-0541 鉄筋3階 ○ 有
今井地区公民館 552-3100 木造平屋 ○ 有

地区名 施設名 AED
設置 電話番号 構　造 避難

場所
調理
施設

須　沢
総合福祉センター 562-4242 鉄筋2階 ○ 無
須沢地区公民館 522-8203 鉄筋2階 ○ 有

今村新田 今村新田地区公民館 562-3829 木造平屋 ○ 有

八久保

八久保地区公民館 562-4463 木造2階 ○ 有
田沢小学校 AED 562-2215 鉄筋2階 ○ 有
田沢幼稚園 562-2002 鉄筋2階 ○ 有
田沢体育館 AED 562-4111 鉄骨平屋 ○ 無
健康総合センター 562-2510 鉄骨2階 ○ 有

田　海

田海地区公民館 562-4800 木造2階 ○ 有
総合福祉会館 AED 562-1212 木造平屋 ○ 無
西蓮寺 562-2250 木造2階 ○ 有
宝光寺 562-2822 木造2階 ○ 有

高　畑
高畑地区公民館 562-4576 鉄筋2階 ○ 有
清雲寺 562-3321 木造2階 ○ 有

寺　地

青海中学校 AED 562-2079 鉄筋3階 ○ 無
寺地地区公民館 562-2776 鉄筋2階 ○ 有
寺地保育園 562-2032 木造平屋 ○ 有
サンドリームおうみ AED 562-4884 ○

名　引 名引地区公民館 562-2214 鉄筋2階 ○ 有

東　町

東町地区公民館 562-5492 鉄骨2階 ○ 有
青海生涯学習センター
（旧青海町民会館） AED 562-2260 鉄骨2階 ○ 有

総合文化会館 AED 562-2223 鉄骨3階 ○ 無

西　町
西町地区公民館 562-2504 鉄骨2階 ○ 有
長願寺 562-3522 木造2階 ○ 有

中　央

中央地区公民館 562-2460 鉄筋2階 ○ 有
青海小学校 AED 562-2027 鉄筋3階 ○ 有
青海幼稚園 562-2019 鉄筋2階 ○ 有
清源寺 562-2415 木造2階 ○ 有

青 海
青海事務所 AED 562-2260 ○
青海生活学習課 AED 562-2223 ○

大　沢
大沢地区公民館 562-2110 木造2階 ○ 有
光徳寺 562-2031 木造2階 ○ 有

青海地域　避難場所一覧
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歌
歌地区公民館 562-3032 木造2階 ○ 有
旧歌外波小学校 562-3905 鉄筋3階 ○ 有
雲晴寺 562-2784 木造2階 ○ 有

外　波
外波地区公民館 562-3892 木造2階 ○ 有
大雲寺 562-3030 木造2階 ○ 有
親不知ピアパーク AED 561-7288 ×

市　振

市振地区公民館 564-2540 鉄筋2階 ○ 有
市振小学校 AED 564-2021 鉄筋3階 ○ 有
市振保育所 564-2137 木造平屋 ○ 有
老人憩いの家なみじ荘 564-2002 鉄筋2階 ○ 有
長円寺 564-2411 木造2階 ○ 有

玉ノ木 玉ノ木地区公民館 564-2341 鉄筋2階 ○ 有
上　路 上路地区公民館 564-2102 木造平屋 ○ 有

地区名 施設名 AED
設置 電話番号 構造 避難

場所
調理
施設

筒　石
・

浜徳合

磯部小学校 AED 567-2200 鉄筋3階 ○ 有
磯部中学校 AED 567-2203 木造2階 ○ 有
応満寺 567-2640 木造2階 ○ 有
本廣寺 567-2028 木造2階 ○ 有
筒石保育園 567-2546 木造平屋 ○ 有
磯部地区公民館 567-2092 鉄筋3階 ○ 有

徳　合 徳合公民館 567-2180 木造2階 ○ 有
仙　納 仙納集落開発センター 567-2219 木造2階 ○ 有
大　洞 大洞集落開発センター 567-2293 木造2階 ○ 有
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川崎保育園 567-2942 木造平屋 ○ 有
磯部ふるさと会館 567-2567 木造鉄骨 ○ 有
長沢寺 567-2245 木造 ○ 有
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百川会館 566-2280 木造2階 ○ 有
雲龍寺 566-3901 木造 ○ 有

小　泊
小泊区民会館 566-5314 木造2階 ○ 有
能生マリンホール 566-3456 鉄筋2階 ○ 有
安専寺 566-2231 木造2階 ○ 有
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能生マリンホール AED 566-5123 ×
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下小見集落開発センター 566-2494 木造2階 ○ 有
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平
・

大　沢

能生谷地区公民館 566-5423 木造2階 ○ 有
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能生地域　避難場所一覧
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島　道
島道多目的集会施設 木造2階 ○ 有
明了寺 566-2741 木造平屋 ○ 有
礼信寺 566-2900 木造平屋 ○ 有

藤　後
藤後多目的集会施設 木造2階 ○ 有
慶顔寺 566-2786 木造2階 ○ 有
海竜寺 566-2789 木造2階 ○ 有

槙

南能生センター 568-2533 鉄筋2階 ○ 有
南能生体育館 566-3111 鉄骨平屋 ○ 有
敬念寺 568-2070 木造2階 ○ 有
耕田寺 568-2031 木造2階 ○ 有
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南能生小学校 AED 568-2011 鉄筋3階 ○ 有
溝尾公民館 568-2025 木造2階 ○ 有

物　出 物出公民館 木造2階 ○ 有

柵　口

柵口公民館 木造2階 ○ 有
西運寺 568-2303 木造2階 ○ 有
権現荘 AED 568-2201 鉄筋3階 ○ 有
上能生環境改善センター 568-2201 鉄筋2階 ○ 有

西飛山 西飛山集落開発センター 566-2088 木造2階 ○ 有

田麦平
田麦平公民館 木造2階 ○ 有
権現荘本館 568-2201 鉄筋3階 ○ 有
権現荘別館 568-2201 鉄骨平屋 ○ 有

須　川
須川公民館 568-2405 木造2階 ○ 有
諏訪神社 木造平屋 ○ 有

川　詰
川詰公民館 568-2441 木造2階 ○ 有
南能生小学校 568-2011 鉄筋3階 ○ 有

高　倉
高倉集落開発センター 568-2540 木造2階 ○ 有
吉祥寺 568-2733 木造平屋 ○ 有

下　倉 下倉集落開発センター 木造2階 ○ 有

中野口
中野口公民館 木造2階 ○ 有
双源寺 566-2642 木造2階 ○ 有

柱　道
東能生保育園 566-4846 木造2階 ○ 有
柱道集落センター 566-5465 木造2階 ○ 有

大　鷲
大鷲集落開発センター 566-3432 木造2階 ○ 有
東能生保育園 566-4846 木造2階 ○ 有

大　王 大王多目的集会場 566-5224 木造2階 ○ 有

木　浦
木浦地区公民館 566-5421 木造2階 ○ 有
木浦小学校 AED 566-2120 鉄筋2階 ○ 有
西性寺 566-2579 木造平屋 ○ 有

新　戸
新戸集落開発センター 566-5960 木造2階 ○ 有
東陽寺 566-3287 木造2階 ○ 有

中　尾
中尾多目的集会施設 566-3105 木造2階 ○ 有
長者温泉ゆとり館 AED 566-3485 木造2階 ○ 有

鬼　舞
鬼舞地区多目的集会場 566-5760 木造2階 ○ 有
五社神社 木造平屋 ○ 有
西性寺 566-2579 木造平屋 ○ 有

鬼　伏
鬼伏集落開発センター 566-4879 木造2階 ○ 有
西性寺 566-2579 木造平屋 ○ 有



災害図上訓練DIGについて

■DIGとは?
Disaster Imagination Gameの頭文字をとったもので、直訳すると 「災害 
想像カ ゲーム」となります。日本語名は、「災害図上訓練」といい、私たちの
身近な地図の上で、私たちの身に襲いかかる災害を想像してみる訓練手法の
ひとつです。

■DＩGを行う為の準備
1. 必要なもの
DＩGを行う為に必要なものはそれほど多くありません。最低限次の4つが
あれば、DＩGは可能です。
＊地図／まちの建設部の住宅地図がおすすめ。
＊透明シート／DＩYショップで切り売りしてくれます。
＊油性ペン／「太＋細」の8色セットがおすすめ。 
＊ベンジン&ティッシュペーパー／消しゴム代わり
そのほか、あると便利なものがいくつかあります。どう使うかはアイディ 
ア次第です。
ガムテープ、ポストイット、付箋紙、模造紙、色画用紙、丸シール、セロテー 
プ、ねんど、つまようじ、模型 等

2. DＩGのテーマ&被害想定作り
事前準備でもっとも大切なのは次の3点です。
①DＩGのテーマ設定 「地震」「水害」「地すべり」など数行程度にまとめる。
②参加者の「想定上の役割」「本人自身」「役場職員」「地図外支援者」等演じ 
　る役を明確にする。
③被害想定の作成A4×1枚程度にまとめる。
被害想定はそれほど厳密に作る必要はありませんが、全くのでたらめで
もだめです。どの様な被害想定を作るかはどんな訓練を行いたいかに
よっても変化しますので、色々エ夫してみてください。

■DＩGの進め方(時聞は目安にしてください)
(1)グループ分け（10分）
1グループは8～12人くらいが目安だと思いますが、参加者全員が主体的
に参加できる人数であれば何人でもかまいません。グループに分けた後、
各グループのリーダーと記録係を決めてください。
リーダー :  みんなの話を引き出す役
記録係   :  覚えておきたいポイントなどを記録する役

(2)雰囲気作り(10分)
映像資料を流したり、体験者の話を聞くなどすると、よりリアリティーを持っ
てDＩGに取り組むことができるようになり効果的です。

(3)参加者の立場の説明と地図への書き込み(40分)
どの様な立場で参加するのか、参加する役割がよくイメージでき、途中で
忘れてしまわないような小道具を用意しておくと良いでしょう。（ゼッケンを
つけるなど）
最初におこなう地図への書き込みは、
(A)自宅
(B)役場や学校、消防署、病院、防災倉庫など防災拠点
(C)主要な道路、橋、川
(D)過去の災害記録
(E)その他「わがまち」が分かるようなものごと
など、被害想定に関わりなく、「わがまち」を知る第1歩になるものについ
て書いてもらいます。

(4)被害想定の付与と地図への追加書き込み(40分)
次に、被害想定に沿って「わがまち」がどうなってしまうのかを書き加えなが
ら、災害が起こった時に備えて何をしておけばよいかについて話し合って
もらいます。《糸魚川市のホームページから情報を仕入れることができま
す。http://www.city.itoigawa.niigata.jp)》

(5)ブレインストーミングとさらなる状況付与(30分)
さらに、時間の経過に沿って起こる出来事を新たに「状況付与」していき、
参加者同士で被災した時にどうするかを話し合ってもらいます。

(6)成果発表(30分)
各グループに、話し合った内容を発表してもらいます。

(7)講評(10分)
問題点を指摘するより、各グループの話し合いから生まれた優れた発見や
エ夫をみんなで共有できるようなコメントをしてもらうと良いでしょう。

■DIG後の展開
●実際にまちに出てみよう
DIGをすることで、自分の知らなかったものの存在を知った方もいると思い
ます。今度は、その地図を片手に実際にまちを歩きながら、防災拠点やま
ちの弱点をチェックしてみると新しい事がみえてくるでしょう。
●いろんな人とDIGをしてみよう
いろんな立場の人に参加してもらってDIGをすると、あたらしい視点が生ま
れ、新しいつながりが産まれてきます。また、お互いに演じる役柄を変えな
がらDIGをやってみると、新しい発見があるでしょう。
●わが家の防災マップを作ろう
DIGを使ってわがまちの防災マップができてきたら、最後は一人ひとり、自
分たち自身がどうするかが分かるような防災マップを作ると、大変効果があ
ります。
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